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A 研究目的 

肝癌に対する免疫療法と局所治療の組み合わ

せの効果と安全性を検証する事。特に各国の研

究状況と成績における実態調査を行う事。 

 

B 研究方法 

肝癌に対する各種国際学会に出席し発表を行

うとともに、海外のデータについても日本との

成績と比較検討する。 

 

C 研究結果 

日本の肝癌における複合免疫療法と局所治療

の組み合わせが海外とはアプローチ方法が異

なり、最も優れている事が判明した。 

 

D 考察 

今後日本において、肝癌の治療を効率的に進め

るには複合免疫療法の経済的サポートと共に

局所治療と組み合わせる事が重要と考えられ

た。 

 

E 結論 

日本の肝癌の治療、特に複合免疫療法による治

療成績は海外より優っていると考えられた。こ

れについては、日本独自の局所治療との組み合

わせは極めて重要であると考えられた。 

 

 

F 健康危険情報 

  なし 
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